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平成 30 年度 第 2回石狩市男女共同参画推進委員会 議事録 

 

日時 平成 30年 10月 4日（木）18時 00分～19時 45分 

場所 石狩市役所 3F庁議室 

 

議事次第 

◇開会 

◇委員長挨拶 

◇議事 

 ＜報告事項＞ 

1 男女共同参画意識に関するアンケート結果について 

2 第 3次石狩市男女共同参画計画成果指標進捗状況について 

3 第 8次男女共同参画推進委員会の意見について 

 ◇その他 

事務局より事務連絡 

◇閉 会 

 

出席者 

委 員 職 員 （事務局） 

役  職 氏  名 出欠 所  属 役職 氏  名 出欠 

委員長 阿部 包 ○ 環境市民部 部長 新岡 研一郎 ○ 

副委員長 岡本 峰子 ○ 

広聴・市民生活課 

課長 時﨑 宗男 ○ 

委 員 

伊東 優子 × 主査 山本 健太  ○ 

西澤 理佳 × 主任 小林 利恵 ○ 

伊藤 美由紀 ○ 主事 君野 彩花 ○ 

鎌田 加津枝 ○     

宍戸 秀次 ○     

田原 朋学 ×     

袴田 律子 ○     

新田 大志 ×     

沼田 弐朗 ×     

村上 譲司 ×     

傍聴者 0名 
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◇開会 

【事務局（時崎課長）】 

これより平成 30年度第 2回石狩市男女共同参画推進委員会を開催します。 

本日の欠席は伊東委員、西澤委員、田原委員、新田委員、沼田委員、村上委員です。 

今、伊藤委員がお見えになりましたので、出席は 6名になります。 

本日の予定につきまして、資料の確認をさせていただきます。 

＜事前配布資料＞ 

資料 1  男女共同参画意識に関するアンケート結果 

資料 2  第 3次石狩市男女共同参画計画成果指標進捗状況（平成 30年度） 

資料 3  第 8次石狩市男女共同参画推進委員会意見書（案） 

このほか、『第 3 次石狩市男女共同参画計画』の冊子はお持ちでしょうか。お持ちでない方は、事務

局にお伝えください。 

本日の会議は 19時 15分を目処に終了したいと思いますので、円滑な審議にご協力をお願いします。 

それでは、開会にあたりまして、阿部委員長より一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

 

◇委員長挨拶 

【阿部委員長】 

お忙しいところお集まりいただきありがとうございました。資料 3に書いてあるとおり、第 8次のこ

の委員会は今回の第 2回で会議は終了になります。最後に人数が少ないのは残念なんですけど、その

分、活発な意見を皆さまにいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

◇議事 

【事務局（時崎課長）】 

 それでは、これより議事に移りますので進行を阿部委員長にお願いしたいと思います。 

 

【阿部委員長】 

それでは議事に入ります。 

「議題 1 男女共同参画意識に関するアンケート結果」について、事務局は説明をお願いします。 

 

【事務局（山本主査）】 

男女共同参画意識に関するアンケート結果についてご説明いたします。資料 1をご覧ください。 

まず概要ですが、目的は、第 3次計画成果指標の進捗状況と男女共同参画に関する市民意識を把握し、

意見等を今後の事業に活用していくためです。対象は、市内居住の 20 歳以上の男女 1,000 人を地域

別・年代別で無作為抽出しています。期間は 8/24から 9/10まででした。 

次に回収状況ですが、回収件数は 243 件で回収率は 24.3%、昨年度は 228 件、22.8%でしたので、15

件 1.5%の増加となっています。 

性別の回収率は、男性は 24.0%、女性は 24.6%、性的マイノリティの方に配慮し性別選択を必須項目

としませんでしたが未記入の方はいませんでした。 

2ページに移りまして、年齢別の回収率は、年齢が上がるにつれ上昇傾向にあり、20～39歳の若年層
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の回収率が 20%以下と低い状況です。男性は 60歳以上が高くなっていて、女性はほぼ均等の回収率と

なっています。地域別の回収率は、八幡、親船、生振、緑ヶ原地区だけが 10%台ですが、他は 20%以

上となっています。 

3 ページに移りまして、回答方法は、243 件中、郵便での回答が 235 件で Web での回答が 8 件となっ

ています。また、Webで回答した人の年代は 60歳以下となっています。 

4ページからは、各設問の分析結果となります。 

昨年度の推進委員会で、計画の成果指標の目標値が 100%であることから、グラフの表示を 100%にす

べきというご意見、それから、単年度のアンケート結果ではなく経年で表示すべきというご意見をい

ただいていましたので、本年度から対応しております。 

問 1は、「男女共同参画」という言葉の認識割合になります。「男女共同参画」という言葉を見たり聞

いたりしたことが「ある」と回答した人の割合は、全体で 56.8%、男性が 62.5%で女性が 51.2%となっ

ています。傾向は、この 3 ヵ年とも 50%台後半で推移していて、女性より男性の方が高い割合となっ

ています。どの年度も男性と女性の認識している割合の差は 10%以上開きがあります。 

男女/年代別の割合は、男性が 20～29歳を除く全ての年代で 5割以上の方が認識しています。女性は

20～29歳が 88.2%と高い一方、30～39歳が 41.2%、40～49歳が 33.3%と低くなっており、ばらつきが

みられます。 

5ページは、男女それぞれの年代別の 3ヵ年のグラフです。 

まず男性は、ほぼ 50%以上の方が認識していて、特に 70歳以上の方は毎年度 65%以上と高い割合とな

っています。次に女性は、20～29歳の割合が 60%以上と高く、50歳代以上も 50%の方が認識していま

す。一方で、30～39歳は 40%台以下、40～49歳は 50%台以下と低い結果となっています。 

このことから、30～39歳の方への周知、啓発が必要と考えております。この世代は子育て世代という

ことになると思いますので、児童生徒へのリーフレット配布などにより子どもと一緒に考えてもらう

取組や市内 PTAや学校と連携した取組などを今後も継続実施したいと考えております。 

6、7ページは、問 2の「ワーク・ライフ・バランス」という言葉の認識割合になります。 

「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を見たり聞いたりしたことが「ある」と回答した方の割合

は、全体で 42.5%、男性が 46.7%で女性が 39.8%となっています。3ヵ年とも 40%前後で推移していて、

女性より男性の方が高い割合となっています。 

男女/年代別の割合は、ほぼ全ての年代で女性より男性の方が高くなっています。男性は 20～49歳が

50%以上の方が認識している一方、それ以降の年代は 40%台以下と低く、女性は 20～29 歳が 64.7%と

高い一方、それ以降の年代は 40%台以下と低くなっています。男性女性どちらも、年代が上がるにつ

れ認識している割合が低くなる傾向となっています。 

7ページは、男女それぞれの「ある」と回答した割合の年代別の 3ヵ年のグラフとなります。 

まず男性は、ほぼ 50%以上の方が認識していますが、平均すると年代が上がるにつれ認識している割

合が低くなる傾向となっています。次に女性は、20～29歳の割合が一番高く、以降は男性同様に年代

が上がるにつれ認識している割合が低くなる傾向となっていますが、60～69歳だけ増加する傾向がみ

られています。 

このことから、問 1同様、市内 PTAや学校と連携した取組やパネル展などの実施、ロールモデルの周

知啓発などを今後も継続実施し、認識割合を高くできるよう事業展開してまいりたいと考えておりま

す。 

8ページから 10ページは、問 3の「DVにあたる行為」の認識割合となります。 

ある一定の行為が「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した方の割合は、この 3ヵ年でほぼ
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全ての項目で上昇傾向にあります。どの年度も 1～4 の身体的な暴力に比べ、5～8 の精神的な暴力に

ついての認識が低い傾向となっており、特に「5 何を言っても長期間無視し続ける」と「6 交友関

係や電話を細かく監視する」については、3ヵ年とも 50%前後と低くなっています。 

 9、10ページは、各項目別の割合となっており、全ての項目で「どんな場合でも暴力にあたると思う」

と回答した男女間の割合、認識の差はほとんどありませんでした。また、「5 何を言っても長期間無

視し続ける」「6 交友関係や電話を細かく監視する」「8 大声でどなる」という行為が「暴力にあたる

場合もそうでない場合もある」と認識している割合が男女ともに 30%以上と高くなっています。 

このことから、例年実施している 11 月の女性に対する暴力をなくす運動期間でのパネル展を、今年

度は浜益国保診療所、あつた中央クリニック、花川南コミセン、りんくるで実施したいと考えており

ます。また、若年層への啓発という部分では、昨年度に引続きこども未来館あいぽーとと連携して周

知啓発をするほか今年度は藤女子大学とも連携してパネル等の周知啓発を実施したいと考えており

ます。このようにたくさんの場所でパネル展示やポスター、チラシを掲示することで、様々な人の目

に触れるよう事業展開してまいります。 

最後に 11ページから 16ページまでは、問 4のワーク・ライフ・バランスを実現するために、どのよ

うなことを心掛けているかを自由記述で記載する項目となっています。 

男性からは 47件、女性からは 65件、全体で 112件のご意見をお寄せいただいています。アンケート

回収数が 243件でしたので、46.1%と約半分の方がご意見を寄せてくださったことになります。 

傾向としましては例年とさほど変わりませんが、若い年代は、仕事や職場と家庭と趣味の 3つのバラ

ンスの取り方についてのご意見が多くありました。ワーク・ライフ・バランスは、日本語では仕事と

生活の調和となりまして、生活の部分に家庭と趣味が入ってくると思いますが、若い年代、とりわけ

子育て世代では仕事と家庭と趣味の調和という 3つのバランスを考える方が多く、ワーク・ライフ・

バランスより更にバランスを取るのが難しくなってきているものと感じました。 

それから、高齢者層は、パートナーとの関係や町内会活動についての意見が多く、これまで培ってき

た経験や価値観などを継続しながらも、時代の変化とともに生活形態も変化させているご意見が多く

ありました。 

以上が議事 1の男女共同参画意識に関するアンケート結果の説明となります。 

  

【阿部委員長】 

ありがとうございました。ご発言いただく前にお願いがあります。議事録作成のために録音をしてい

ますので、私に指名されてから発言していただきますようお願いします。 

また、なるべく大きな声でご発言ください。では、質問などがありましたらお受けいたします。 

 

【岡本副委員長】 

 アンケート自体について、回収率が上がっていてすばらしいと思います。20%を超える回収率はいい

結果だと思います。Web 回答も挑戦していただき、回答数は多くはなかったが今後の可能性もあるの

かなと感じました。意外と若い方ではなかったんだなと思いました。 

内容については、報道やテレビで言語が出るかどうか、言葉のブームがあるのかなと感じており、だ

から経年で見るとでこぼこがあるということなのかと思っています。 

興味深かったのは暴力に対しての 9ページの結果で、未記入は何も書いていないということですよね。

この割合が高いような気がして、何かためらうものがあるのかは計り知れませんが回答を決めかねる

ようなことなのかと不思議に思いました。 
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【阿部委員長】 

 男女共同参画という言葉が巷で言われ始めた頃は 5 ページの上の表にある平成 28 年の 100%というの

は断トツですよね。ジャーナリズムやテレビでそれほど取り上げられなくなってくると 100%はいかな

いのだと思います。 

 

【事務局（山本主査）】 

 男女共同参画というものが取り上げられた 10～20 年前からそういったものが定着してきていて、メ

ディアに出ないという部分では、言葉は知らなくても概念は知っているという方もいるとは思います。

3 ヵ年アンケートを取り、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスという言葉は女性の子育て世代

である 30～40 代の方が認識している割合が低い傾向があるということがわかりましたので、次年度

以降はここに焦点をあてて事業展開をしていき、全体的な底上げも検討していかなければならないと

思っております。 

 

【阿部委員長】 

 石狩市のこの世代のお母さん方は全国平均や都市部と比べて共働きで子どもを保育園に預けて日中 

働きに出ている人たちの割合が低いということはありますか？ 

 

【事務局（山本主査）】 

 都市間の傾向はわかりませんが、小学校や中学校で聞いたところ、共働き家庭がすごくいると聞いて

います。宍戸委員は花川南中学校の PTA会長をされていますが、どうですか。 

 

【宍戸委員】 

 今の件に関しては比較的、お母さんがお仕事を持っている方が多いと思います。というのは、文化祭

や体育祭などの学校行事の参加率が少しずつ少なくなってきています。それに伴って学校側も時間や

曜日の配慮はしているようです。石狩市として考えると、比較的共働き家庭が多い気がします。 

 

【阿部委員長】 

漠然としたイメージですが、今から 20 年前の共働きの方々より今の共働きの方々のほうが余裕がな

いような気がします。生活のためにお金を稼がなければならないという人たちが増えている気がしま

す。非正規雇用という言葉も定着し、ワーキングプアという言葉が使われなくなってしまったくらい

にプアが多くなっていて、そうなってくると例えば男女共同参画も、というイメージやワーク・ライ

フ・バランスに意識が行っていない、バランスなんて考えていられないという層が石狩とは関係なく

結構増えているような気がします。 

 

【宍戸委員】 

 今委員長が言われたように、このような類の参画意識は、仕事というよりも、先程皆さんが言われて

いたマスメディアの報道の仕方や宣伝の力だと思います。今、3年計画で平成 28年度から始めて今年

は 24.3%、4人に 1人が回答してくれたのは高い割合だと思います。 

 全体を見ていて、アンケートの内容はさておき、今一番、目に触れている性的マイノリティが認知さ

れてきて新聞等に出てきて、それがイコール男女共参画意識というものの一つの括りになってきてい
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るので、若い方のほうが認識が高いという気がします。 

 仕事の仕方は、今、子どもたちの学費が非常に高いです。20 年前と比べて物価の上昇もありますし、

物価と賃金が比例して上がっているわけでもないので、中学生は義務教育ですが、高校、大学と考え

ると非常に高いので今から準備というのもあります。お母さんたちの話を聞いていると、やりたいこ

とをさせてあげたい、進みたい道に進ませてあげたいという気持ちが非常に強いので、やはりお金が

そこに加わってくると思います。そこがイコール共同参画という意識ではなく、生活の基盤という考

えになっている気がしています。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。ほかの方いかがでしょうか。 

 

【宍戸委員】 

 Webで回答した人が 8人となっていますが、これはパソコンだけの回答ですか？ 

 

【事務局（山本主査）】 

 パソコンかスマホか携帯電話なのかはわかりませんが、全て含めてという意味です。 

 

【宍戸委員】 

 スマホ回答もできますか？ 

 

【事務局（山本主査）】 

 できます。QRコードを付けているので、読み込んでいただければ回答できるようになっています。 

 

【阿部委員長】 

 今後は増えていくのではないかと思います。 

 

【事務局（山本主査）】 

 そうですね。アンケートによらず、お配りしている「みんなのくらしをうるおす Week」の参加申込に

つきましても QR コードを付けていますので、それで申込される方も増えていますし、認知度が上が

ってきていると思っています。 

 

【阿部委員長】 

 60歳以上は 0人というのは仕方がないかもしれないですね。あと何年かしたらみんな年齢が増えるの

で、60～69歳の人もいると思いますよ。 

 

【鎌田委員】 

 9 ページの未記入というのは何でしょうか？未記入で 50%、25%、25%というのは年代別ですか？年度

のことですか？これがよくわかりません。 

 

【事務局（山本主査）】 

 確認してご連絡したいと思います。 



H30.10.4 第 2 回石狩市男女共同参画推進委員会 議事録  7 / 20 

 

 

【宍戸委員】 

 男性も女性も書いていなかったというのが未記入なのではないですか？でも、おかしいですね。0 人

ですよね。 

 

【阿部委員長】 

 この辺の集計表のグラフの表し方が、見たときに非常にわかりにくいかもしれませんね。 

 

【事務局（山本主査）】 

 すみません。確認してご連絡したいと思います。 

 

【袴田委員】 

 毎回何回か見ていて、年代ごとの傾向が表れていると思っています。気になったのは、自由記述のと

ころが 40 歳代以下は女性のほうが意見を書いてくれていて、50 歳代以上になると男性のほうが意見

が多く出ていて、これはきっと今までの環境だったのかなと想像はしています。この部分はいろいろ

な意見が聞けて良いところなので残してほしいのですが、なおかつ、若い男性も書きやすい質問、例

えば「どのようなことを心掛けていますか又は心掛けたらいいと思いますか」のような質問がいいの

か、自由記述だけではなく丸を付けるだけのものを残したほうがいいのかなど、どのような思いでい

るのかを聞きたいので、なるべく書いてほしいと思っています。回収率は男性と女性では同じくらい

ですが、男性は若い方が少ないので、もう少し自由な意見が聞けたらいいなと思っています。どうい

う質問だったら書きやすいですか？すごく貴重な意見なので書いてくれるだけでもありがたいと思

います。たくさん書いてくれる年代は、言葉として認知はしていないけど思いがすごくあるのかなと

捉えたので、引続きやっていただければと思います。この委員会で意見をたくさん取り入れて反映し

てくれていると思っているので、続けていただければと思います。 

 

【阿部委員長】 

 確かに、問 4で「心掛けていますか」だと、心掛けていない人は書かないですね。 

 

【鎌田委員】 

 感想を読んで、40 代の女性の意見が本当に切実で、本心を書いてくれていると思うんです。「無理し

すぎない」、「家族に助けを求める」、「忙しくてなかなか自分のために良いバランスで生活するという

のは正直難しい」、「実現と言っても一人の力では現実難しい」、「ワーク・ライフ・バランスが実現で

きるかどうかは個人の努力ではないと思う」など、すごく切実感が出ていると思います。30 代、40

代の共働きで子どもを育てる世代のワーク・ライフ・バランスというのは、言葉にできない現実問題

があって、生活に追われていて子育てで精一杯というのがすごく意見に出ていると思いました。 

 

【阿部委員長】 

 やらなければならないことが一番多いですよね。 

 

【鎌田委員】 

 ワーク・ライフ・バランスを取って仕事も生活も充実しましょうという看板は美しいけれど、現実は
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なかなかそうはいかないというのが意見に出ていると思います。大変ですよね。 

 

【阿部委員長】 

 確かに、個人の努力でできることではない部分が非常に多いと思います。制度をきちんとしないと、

これは国や地方自治体の責任は大きいと思います。ワーク・ライフ・バランスを取って生活できるよ

うな条件を整えても、しない人は仕方ないと思いますが、制度が整っていなくてワーク・ライフ・バ

ランスという謳い文句だけが一人歩きしても大変だろうとは思います。そういう意味では一番切実に

感じる世代なのかなと思います。 

 

【伊藤委員】 

 ワーク・ライフ・バランスについて、東京のほうの大きな企業で働いているご主人と奥様の子育てや

休暇についての話があって、その 2人がうまく生活しているという絵に描いたような話をワーク・ラ

イフ・バランスと呼んでいたんですけれど、そこから発信されるものを石狩で同じように考えられる

かというと、まず考えられないと思います。だからといって石狩がおかしいというわけではなくて、

石狩という地域でみんなが幸せと思えるワーク・ライフ・バランスを考えればいいので、それぞれ幸

せの価値観が違うので、所得の多い少ないで、少ないからといってバランスが悪いというのは違うか

なと思っています。正解がないことなので、いろんな意見があっても、ないって答えられてても、そ

れもバランスなのかなと思っています。 

もし石狩市でワーク・ライフ・バランスを発信するのなら都市部のものを見本とせず、石狩らしい生

活の例えを見せていただいて、両方で働いてぎりぎりの生活だけど子どもはすくすく育っていて、今

はこのバランスで楽しく生活しています、10年後はまた変わってくるバランスをしっかり生きていき

ましょうというような提示をすると、うちにはこんなの通じないと思われない、石狩らしいバランス

の発信ができるのかなと思いました。 

 

【阿部委員長】 

 石狩バージョンというか、石狩に住んでいる我々が誰でも考えたり実践したりすることができるよう

な、そういう意味ではワーク・ライフ・バランスという片仮名を使わなくてもいいと思いますが、そ

れに変わるような石狩のネーミングがあればもっといいかもしれないとは思うけれど、とりあえず石

狩らしさを出せるようにしていくといいのかもしれないですね。できないことを夢だけ描いても仕方

がないと思います。ありがとうございました。 

 結構おもしろい結果もあるなとグラフを見ながら思いました。一点だけ言うと、6 ページの「ある」

と回答した割合の男性と女性では、男性は右肩下がりで女性は右肩上がりなのはどうしてなのかと思

いました。あと、50歳以上と 49歳以下では結構違うものなんですね。面白いですね。 

 自由記述欄を無駄にしないような取組をしていただきたいと思います。 

 よろしければ、議題 2の第 3次石狩市男女共同参画計画成果指標進捗状況について事務局から説明を

お願いいたします。 

 

【事務局（山本主査）】 

 それでは、議題 2に移りたいと思います。資料 2をご覧ください。 

Ⅰの「男女共同参画」という用語の周知度、Ⅱ-3の「ワーク・ライフ・バランス」という用語の周知

度、Ⅲの DVにあたる行為を認識している市民の割合については、議題 1で報告したとおりです。 
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Ⅱ-1市の審議会等委員に占める女性の割合は、昨年度より比率が低くなり 32.3%となっています。前

回、第 1回会議でもご説明したとおり、審議会の性質によってどうしても女性が少なくなってしまう

場合もあることはご理解いただいているかと思いますが、それらの審議会とそうでない審議会とをあ

わせて目標値を 40%と設定していますので、今後、この平成 30年度だけを見てみますと女性不足人数

が 37 人ということですので、こちらを埋められるように 1 番下の四角に書いてある取組を実施して

市役所全体の意識付けを行い、達成に向けて取組んで行こうと思います。 

2ページのⅡ-2市役所の管理・監督職（主査職以上）に占める女性の割合についても、今年度は昨年

度よりマイナス 0.1%の 15.7%という結果になっています。昨年度末の女性管理監督職の定年退職者数

に対して、今年度の女性の昇格者数の増減でこの割合が決まりますが、定年退職者数と昇格者数のほ

かに女性管理監督職の早期退職者数も見込まなければならなかったのですが、早期退職者数ですので

見込めない部分があり、若干多かったものですから、全体的にマイナスとなってしまいました。 

ただし、こちらについては目標値の 20%に向けて計画的に女性の登用を続けているところですので、

今後も四角の中の取組にもありますが、人事異動の方針で周知をし、女性職員の積極的な登用を行い、

20%に向けて推進していくということを担当課から聞いております。 

以上が議事 2の説明となります。 

 

【阿部委員長】 

 それではご質問などありましたらお受けいたします。 

 今のご説明にもあったとおりⅡ-1とⅡ-2については継続的に取組み続けるしかないんですよね。 

それこそ、男性職員と女性職員のバランスを考えなければならないので、短期的に 20%を超えるよう

に新規採用を全部女性というわけにはいかないですからね。 

 地方自治体で女性職員の割合が高いところはあるんですか？今じゃなくてもいいので、もしわかれば

教えてください。例えば、モデルケースと言ったら変ですけど、どうしてそこの自治体が高くなって

いるのかがわかったらいいかもしれないなと思っただけです。 

 

【岡本副委員長】 

 先日、北海道生産性本部の若年の新卒で就労した人たちの意識調査を見ましたが、将来的に昇進した

くないという人が半数以上なのです。大変だから、上司がつらそうだから、管理職になってもみんな

長時間労働で大変そうだから自分はならなくてもいいという人が今の若い世代の人たちは多いので

はないでしょうか。業務の効率化とか短時間で高い成果を示せとか仕事をする人がつらい状況も多い

のでしょう。行政も一般企業も大変ですよね。日本全体の若い世代の人たちが将来に明るい感じを描

けないようになっているのはちょっと残念ですね。 

 

【阿部委員長】 

 確かに昇進したくないという若者が多いですよね。その辺の意識は、管理職に就くと今おっしゃった

ように忙しくて、忙しいのに比例しては給料が上がらない。それは、言ってみればワーク・ライフ・

バランスを大切にしたいのではないかと思います。たぶん自分の時間を必要最小限は確保して生活を

ちょっと楽しむ。そういう意味では猛烈サラリーマンというのがなくなってよかったなとは思います。 

 

【岡本副委員長】 

 その分、若い方とかは長時間労働とか無理をかけると仕事を辞めてしまうから、それを係長や課長が
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肩代わりして猛烈に働いているというのが今の現状だと思います。 

 

【阿部委員長】 

 必ずどこかにひずみが出ますね。 

 

【岡本副委員長】 

根本の仕事の量なのか何なのかを見直さないとならないと思います。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。すぐに解決できる問題ではないけど、そういう課題は常にあると思います。 

 

【宍戸委員】 

 僕は民間企業の代表をやっています。今、若い方がなかなか管理職に就きたくないというのは、ワー

ク・ライフ・バランスとイコールになってくると思います。自分の時間を会社に捧げてまでという現

状だと思います。大きく言うと、国の制度や消費人口と労働人口の減少、利益率、お金をいっぱいあ

げたいけどそれだけの利益が出ませんよとか、そういったいろんなことが重なっていると思います。

あんまりいい傾向ではないですけど。 

 さっき 40代と 50代、ちょうど狭間だって言っていましたが、僕はバブル絶頂のときで、働いたら働

いただけ収入があった時代です。今は働くのが嫌とかではなくて、働くことによって何が得られるの

かということが少し変わってきたのかなという気がするんです。上に上がらないのはいいですけど、

じゃあ何のために仕事をしているのか、仕事は何のためかということの考え方が非常に変わってきて

いると思います。 

 僕は児童デイをやっていますが、職員が女性なんです。話を聞いていると、5 時までに帰らないとだ

めだと言われ、なぜかと言うとやっぱり子どもの問題だったりするんです。 

ワーク・ライフ・バランスとは何なのか、男女共同参画はいいんですけど、そこの根底をきちんとし

ないとならないと思います。本当は女性が 50%でなければならないのに、何故 20%なのかという部分

がとてもあると思うんです。本当に男女共同参画だと言うなら、50:50でないとおかしいと思います。 

去年も参加させてもらい、すごく僕は勉強になりました。先程言われたように、仕事のあり方という

ことだけではなく、すごく複雑に絡み合ってることだと思うので、石狩市としてそれこそ何ができる

のかということをさっき言ってましたけど、とてもいいことだと思いながら聞いてました。僕ら民間

企業もがんばりますので、是非、自治体の方たちもがんばっていただければと思います。 

 

【阿部委員長】 

 やはり自治体と企業とが連携してやらないとワーク・ライフ・バランスも男女共同参画も成り立たな

いと思うので、そういった意味では力強いご意見をいただいたと思います。 

 

【宍戸委員】 

 自分の職場で一番仕事しているのは社長の私ですからね。 

 

【阿部委員長】 

 そうですよね。社長じゃない管理職は、とりあえず管理職手当は出るでしょ。でも残業しても残業手
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当は出ないから普通の人たちには残業させないで管理職に残業をさせる。それでもだめなら社長がと

いう行動にどうしてもなってしまうと思います。 

 

【伊藤委員】 

 第 3次の計画の中の進捗なので、項目についてとやかく言ってはいけないのかもしれないんですけど、

女性の職業生活における活躍の推進ということについて、石狩でやっていかなければならないという

のはわかるんですけど、さっきおっしゃった 50:50にすればいいという問題ではなくて、男性の方が

上の職に就かれたときに、女性が活躍できる職場にしているのかというところが、私は女性が活躍す

る場だという認識なのかなと思っています。数だけ女性と男性が同じ数いて、それが成果だというの

ではなく、男性が上にいる中で仕事をすることが多い世の中だと思うので、仕事に対して理解のある

男性の方が上に就けば、私はこれが達成なのかなと思っています。 

 なので、国からの流れで女性が活躍すると言って、女性の大臣の数がもっと多いほうがいいなど、見

た目の数もそうなのかもしれないんですけど、上に立たれる男性が一般職の女性が生き生きと働ける

場を作るとそれは成立するのかなという理解で、今この項目を見ていました。 

 

【阿部委員長】 

 上に立つ男性も大変ですよね。確かに 50:50にしなければならないというわけではないかもしれない

けど、僕のイメージだと従来からずっと男性の割合が高いので、そのような中で生まれ育って仕事を

している人たちにとってはそれが当たり前になってしまっていて、本当は上に立って良い雰囲気の職

場を作れる女性が上に立てないという状況もあると思うんです。なのでやっぱりある程度のパーセン

テージは目指したいと、6:4くらいでもいいと思います。それでも夢みたいですよね。 

 徐々に高めていく努力をしていただいているようなので、長期的ではなく中期的に見たいと思います。 

 よろしくお願いします。ありがとうございます。 

 それでは、議題 3 第 8 次石狩市男女共同参画推進委員会の意見について、事務局は説明をお願いし

ます。 

 

【事務局（山本主査】 

 それでは、議題の 3 番、資料 3 をご覧ください。第 8 次石狩市男女共同参画推進委員会意見書（案）

ということで資料作成をしております。冒頭、阿部委員長のご挨拶にもありましたが、この第 8次委

員会につきましては、今年度をもって終了ということになります。それを受けまして、第 8次委員会

としての意見を集約しまして、次の第 9次委員会に引継を行いたいと考えております。そこで、意見

書としてまとめて、石狩市長への提出と考えております。皆さまにおかれましては 3年間男女共同参

画施策につきまして、計画の進捗状況や先程のアンケートの結果などを踏まえて審議を重ねていただ

いておりますので、この 5つの先程の議題の 2番にありました 5つの成果指標について計画の最終年

度の平成 32年度に目標に近づけるために、いろいろな意見として引継を行いたいと考えております。

まず、意見書の真ん中あたりですが、情報の発信ということで様々な媒体を活用して情報発信を行っ

ていく。それから、関係機関との連携強化を図り、より一層進めていくべきというご意見をいただい

ておりますので、具体的には、情報発信は電子媒体の活用と既存パンフレットなどによる更なる活用、

連携強化は PTAや学校との連携、地域への働きかけの項目が挙げられていました。 

 また、下のほうですけれども、この第 3次計画につきまして、重点施策として、若年層への啓発につ

いては人権教室の拡充と若年層が男女共同参画社会の実現に向けてアイデアを発信する機会の創出、
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ワーク・ライフ・バランスの推進については、男女共同参画に関するユニークな取組をしている市内

の団体・企業版のロールモデルの紹介という具体的な事例が挙げられています。この具体的事例につ

きましては、本日欠席されています新田委員からのご意見となっていますので補足で説明したいと思

います。若年層への啓発ですが、子どもに対する人権を尊重する意識づくりに関して、会議でも皆さ

んから意見が出ていたかと思いますが、今後、逆に若者の側から、例えば市内の高校生から性別に関

わらず誰もが対等に様々な形で参画していける社会の実現について、理想やどのような街になったら

いいかのアイデアを発信してもらえるような形の研修や機会があったら面白いのではないかと思い

提案をしたとのことです。福井県の鯖江市で行っている JK 課を参考にしたということです。JK は女

子高生ということです。こういった取組を参考にして石狩市でもやってはどうかというご意見でした。 

 ワーク・ライフ・バランスの推進ですが、ロールモデルの人材発掘、周知につきましては、現在も取

組まれていることと思います。もし可能でしたら、一人ひとりにスポットを当てたロールモデルだけ

ではなく、男女共同参画に関するユニークな生き生きとした取組をしている市内の団体・企業版のロ

ールモデルを紹介することが地域の活性化にもつながり、面白いのではないかと思い提案をしました

ということです。こちらは、福岡県男女共同参画センターの取組を参考にしたとのことです。 

 意見書（案）としましては、以上が説明となります。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございました。ご質問がありましたらお受けしたいと思います。 

 時々感じるのは、こういう市の取組に全国的な言い方をすると、時々小学生を集めて小学生の議会を

開くとかがあって、大人の意見より良い意見が出るんです。例えばこういうところにここを会場にし

て、市内の小学校低学年から何人か、別の機会に高学年から何人か、第 3 の機会に中学生何人かで、

それぞれ同じテーマ 2つくらい投げかけて話し合ってもらうと、大人になって錆付いた頭で考えるよ

り良い意見や夢みたいなことが出そうだなと思います。僕らの世代になるとまず現実を考えてしまう

ので、明るい未来が見えてこない気がします。そういう試みは小･中学校に協力を求めたらできるよ

うな気がします。ちょっとやってみたいです。 

 

【事務局（山本主査）】 

 子ども政策課で子ども議会を石狩市でも取組んでいて、中学校、高校の生徒会代表など募集をして、

何回かにわたって議論をしていただいて、実際に現場にも取材に行き、自分の目で見て中高生の視点

からご意見をいただくということをしております。今年度は 10月 14日の 2時から 4時まで市役所の

議場で行っており、どなたでもご覧いただけますので是非足を運んでいただければと思います。委員

長がおっしゃったとおり、私たち大人ですと、予算などあれこれ考えるんですけど、子どもたちはい

ろいろな発想でいろいろな意見が出てくるので、それがそのまま実現するかは別として、その意見の

中の発想から、これをもう少しこうしたらこうできるとかを行っている取組です。 

 

【阿部委員長】 

 大人の側はそれをどうしたら実現できるかという現実的なことを盛り込んで、少し夢が遠のくかもし

れないけれど一つ一つ実践していくといいかもしれないと思います。そういった意味では子どもの意

見はいいなといつも思います。何故か大学生になると目の輝きが失われていくんです。 
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【鎌田委員】 

 子ども議会では、子どもたちがどのようなものについて話し合うんですか？ 

 

【事務局（山本主査）】 

 子どもたちが関心を持った出来事です。 

 

【鎌田委員】 

 子どもたちが提案してくるのですか？ 

 

【事務局（山本主査）】 

 そうですね。題材はあげたりしますが、子どもたちの発想で提案をしていただくということになりま

す。 

 

【鎌田委員】 

 いくつかの候補があって、その中で子どもたちが話し合ってみたいことを選んで、それについて話し

合うんですね。わかりました。 

 

【事務局（山本主査）】 

 子どもの権利条約というのがあるんですけど、その中で子どもの参加する権利の保障の観点からの取

組なので、広く言うと男女共同参画と言いますか、人権を尊重するというところでは、大人も子ども

も一人の人としての意見を提案していただいているところなので、広い意味では男女共同参画の取組

にもなるのかなと思います。 

 

【阿部委員長】 

 たぶん、子どもの頃からそういうことに関わるようになると大人になってからも自分が生活している

市のことに興味を持つと思うんです。18歳になってから初めて興味を持てと言われても無理だと思い

ますし。ありがとうございます。 

 

【岡本副委員長】 

 確認ですが、ここに書かれている既存パンフレットというのは何を指しますか？ 

 

【事務局（山本主査）】 

 ここはピンポイントで書いていますが、前回の会議で伊藤委員からご意見をいただいていたところで、

DVに関するパンフレットを石狩市と藤女子大学で作成したものがありまして、これは人権擁護委員な

どが行うデート DV 防止講座で使っていただいていますが、石狩市だけではなく管内の自治体からも

好評をいただいていますので、さらに周知啓発していけたらどうかということで載せているところで

す。 

 

【岡本副委員長】 

 パンフレットや広報物は新しいものにしがちなんですけど、これまで作ってきたものの中にも良いも

のもあるので、そういうものを効率的に使っていただけたらいいかなという意見です。 
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 アンケートの Web 回答は 8 件でしたけど、今回も「みんなのくらしをうるおす Week」の申込に QR コ

ードを付けたり、申込んでみようかなという気持ちが動くことになると思うので、アンケート結果の

多い少ないに関わらず続けていただきたいと考えています。 

 

【阿部委員長】 

 継続していって、5年くらい経ったときにどのくらい増えるかということですね。 

 あと、副委員長おっしゃった既存パンフレットというのが、既存だけではないと思うので、既存パン

フレット等を括弧に入れて、その前に紙媒体と入れたらいいのではないかと思います。電子媒体は出

ているので。新しくパンフレットを作らないというわけではないですよね。必要があれば作りますよ

ね。 

 

【事務局（山本主査）】 

 そうですね。やはり情報の受け手側のことを考えますと、電子、紙、様々な媒体が必要かと思います

ので、ここはそのように訂正したいと思います。 

 

【阿部委員長】 

 突拍子もないことですけど、さけ太郎のように男女共同参画でそういうキャラをつくるのはお金がか

かるのかな？ 

 

【岡本副委員長】 

 かかりますね。 

 

【阿部委員長】 

 それなら、お金を石狩市で出さずに、例えば藤女子大学に投げかけて考えてもらうということもあり

かもしれません。藤女子大学の図書館では、図書館のキャラを作ってるんですけど、着ぐるみを作る

わけではなく、イラストをいろいろなところで使っています。それはそんなにお金はかからないです

ね。デザインを学生から募集すると図書カード 1枚くらいで済んだりするので、安くあげようとする

なら学生を使うといいと思います。 

 

【岡本副委員長】 

 先日、私どもの財団の広報を新聞に取り上げていただいた機会があって、その時に職員間で話題にな

ったのは、広報は、やっている側は自分たちがやっていることを出したがるんですけれど、大事なの

は報道で、他者が取材をして発信してもらうということだと思います。 

 以前、円山動物園の何代か前の園長が行政の方だったんですけど、月に何十回だったか毎日だったか

新聞報道に出るというのを目標にしておられて、ちょっとしたことにもインタビューに答えて出ると

いうのをしたら、新聞とかに小さな記事、時には大きな記事が出て、それは市民や道民の目に触れる

ということだったんだなって思いました。自分のことって言いたいけれど、受け手は聞きたいかとい

うとそうでもなかったりしますよね。男女共同参画の話を聞きたくて日常過ごしている人はいらっし

ゃらないので、例えば今回はこういうことをテーマに子どもたちが議論しましたみたいなことがある

と報道になって、子どもたちが何を話したのかと違う世代の人たちも興味を持って話題になる。なの

で、ここに取り上げることはないんですけど、メディアの活用がこれからは大事かもしれないですね。
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これにも取材とかに来てもらうといいですよね。 

 

【事務局（山本主査）】 

 そうですね。 

 

【岡本副委員長】 

 北海道新聞とかじゃなくても、最近地域の情報を出しているフリーペーパーとかも結構見ますよね。

厚別、江別地区にまんまる新聞というタブロイド版の新聞があって、それは文字がちょっと大きめで、

情報をすごく詳しく載せるんです。イベントとか具体的なことが書いてあるから、それを見てイベン

トに申込む人が厚別区と江別にはすごく多いんですよね。面白いなと思っています。そういうものを

書く方は書き方も優れているので、そういうものを上手く活用できるといいかなと思います。 

 

【阿部委員長】 

 そういう人が一人いるだけで全然違いますよね。 

 石狩には能村さんがいるでしょ。彼女はよくがんばっていますよね。どれだけ石狩市民が知っている

かはわからないけど、フェイスブックでもよく出てきますしね。いしかりネットテレビでしたっけ？ 

 

【事務局（山本主査）】 

 はい、えりすネットテレビです。能村さんにもお声がけはさせていただきました。このチラシを周知

していただいているところですけど、やはり情報の出し手と受け手がマッチしないといけないと思っ

ています。会議が始まる前にもお伝えしたんですけれども、今回様々なところで周知させていただい

ています。参加の申込に留まらず、見ていただくことで、こういったことがある、こういった団体が

あるということを広く周知する部分でもあるので、定員は 20名とか 30名ですが周知が多すぎるとい

うことはないと思っております。 

 

【宍戸委員】 

 これを見て、行きたいとは思わないんですよね。協力団体一覧というのも硬いですよね。「消費者被

害防止ネットワーク」、「札幌人権擁護委員協議会石狩部会」。例えば略称で、人権問題で困っている

方の救済だったら、「あなた困ってない？人権問題の会」みたいなことで、「札幌人権～」とするとか。 

この標題も「防犯研修会」とか「一日合同市民相談」とか硬いんですよね。「この日何か皆さん相談

ないの？うちに来てくれたら何でも解決しちゃうよ」みたいなノリで言っておいて、ちゃんと下には

「市民相談です」ということを謳うとか。すごく硬いですよね。 

 

【阿部委員長】 

 キャッチーじゃないよね。たぶん協力団体一覧というのは、こういう説明なしで、例えば名前だけ入

れてその下にアドレスを入れるだけでいいのかもしれないですね。こういう説明を載せないと出さな

いというのなら仕方ないですけれど。 

 

【宍戸委員】 

 全部漢字ですもんね。 
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【阿部委員長】 

 ぱっと見たときに読まないですよね、きっと。悪いけど。 

 中で言うと、たぶん「ライフスタイルから考える家事の時短術講座」くらいはなんとなく目に入りま

すよね。「一日合同市民相談」はたぶん一番最後に目に入るかな。 

 

【岡本副委員長】 

 そこは別な部署が担当しているから、団体のお名前とかも変えようがないと思います。私は、みんな

のくらしをうるおす Week って面白いなって思いました。みんくら Week、うるおすってこういう意味

合いで使う感じが私はいいなと思います。 

 

【阿部委員長】 

 おそらく、表紙を見て開いたときに、あれって思うんだよね、きっと。表紙はやわらかいよね。徐々

に中身もやわらかくしていくといいと思います。 

 

【伊藤委員】 

 カラーで見ていただくと、また違ったんです。白黒なのですごく硬く見えてしまっていると思います。 

 

【鎌田委員】 

 なんかいいなと私は思ったんですよね。見たときに、石狩がんばってるじゃないって思ったんです。

広報のイベントカレンダーには個別で出ていて情報はいっぱいあるけど一貫性がないというか、イベ

ントカレンダーやお知らせにも載っているので、このようにまとめてあると一目で見られるので意外

といいなと思いました。 

 

【阿部委員長】 

 確かに広報は読みますけど、読んだ後で行こうかなと思っても終わってしまっていることが多いので、

これだと、これだけ持っていれば時々見られますよね。表紙がかなり良くなったので、あとは次回改

善されると思います。 

 

【事務局（時﨑課長）】 

 宍戸委員が行きたくなるようなものを考えたいと思います。 

 

【阿部委員長】 

 ありがとうございます。それでは、意見書（案）は終わったということで、事務局から事務連絡をお

願いいたします。 

 

 

◇その他 

【事務局（山本主査）】 

 3年間、平成 28年度からご審議いただきましてありがとうございました。今後のスケジュールですけ

れども、先程審議いただきました資料 3の意見書の訂正箇所を皆さまにお示しした後に完成をさせて

いただきまして石狩市長に提出いたします。それをもって委員の皆さまの活動が実質終了することに
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なります。一応任期は 3 月 31 日までありますので、何かこの後ご意見、お気付きのことがあったら

都度ご連絡いただければと思います。 

 最後になりますので、委員の皆さまから一人一言ずついただければと思います。 

 

【伊藤委員】 

 伊藤でございます。この一番硬い名前の札幌人権擁護委員協議会石狩部会から来たんですけれど、私

はこども未来館という市内の児童館の管理運営をやっており、子どもに関わることが日常です。11月

に男女のパネルを掲示していただくことになったんですけど、私が思うに、子どもだからといって子

どものものを見聞きさせるよりも、こども未来館という石狩市につくられた素敵な場所を使って、大

人になる前の子どもたちがいち早くいろんなものを目にして、今回で言えば男女共同参画という言葉

を小学生のうちから、そういえばあそこに貼ってあったねってなるのが理想かなと思っています。是

非今後も 11 月だけとは言わず、子どもたちが大人になったときも覚えておいてほしいと思えるよう

なポスターやいろいろなものをいただければと思います。ずっと貼り続けていると壁の一部になって

しまい効果も薄れるので、いっぱいいろんな資料をいただいて子どもたちがいろんな言葉を目にして、

気付く場になるようにと思っていますので、今後ともよろしくお願いします。 

 あまりきちんとした意見もなくこの場に座らせていただいたきましたが、勉強になりました。ありが

とうございます。 

 

【宍戸委員】 

 花川南中学校の PTA会長をしております宍戸と申します。この委員会には去年から参加をさせていた

だきまして、先程も言ったようにすごく勉強になりました。 

 会社をいくつかやっているものですから社員を抱えています。女性とか社員とワーク・ライフ・バラ

ンス、また経営者としてもワーク・ライフ・バランスとはどういうことかということで、とても勉強

になりました。今後いろいろなことが関わってくると思いますし、行政だけではできないことも多々

あると思います。PTA のときも言うんですけど、学校だけで子どもたちを育てていくのではなくて、

保護者と民間企業、町内会、こういった地域で子どもたちを育てていくということをやらなければた

ぶんだめだということをよく言うんです。そのために例えば地域企業の方にお願いをして子どもたち

の見守りのステッカーを貼ってくださいとか、今回、郵便局の方にもお願いして、配達中にパトロー

ル中って貼ってくれるといいねということをやらせていただいています。 

 今回で終わるかどうかわからないですが、またこのような機会があれば勉強させていただければと思

います。本当にありがとうございました。 

 

【袴田委員】 

 ご存知のとおりこの委員会では今いるメンバーの中で一番長く携らせていただいきました。足掛け何

年か全然わからないんですけど、本当に私も勉強になりましたし、子育て真っ最中な世代なのでいろ

いろと思うことはありました。今期に関しては職場推薦ということで出させていただいていますけど、

まだまだ本当に男女共同という部分では全然だなという思いもあります。子どもたちに石狩に生まれ

てよかったと言ってもらえるような世の中になるようにいろいろな部分で携って行けたらうれしい

なと思っています。 

 今職場では広報も担当することになっていて、先程岡本委員が言われた言葉がすごくそうだなと思い

いながら、勉強になったこともあったんです。なので、いろいろな形で情報発信もするし、がんばっ
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ていきたいと思っているので、またどこかでお会いしたらご協力をお願いすることもあるかもしれま

せんので、その際はよろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

【鎌田委員】 

 鎌田です。北海道家庭生活カウンセラークラブ石狩地区から来ています。男女共同参画推進委員をや

り始めた頃は、男女共同参画というのが名前だけは知っているけど内容はどうなんだろうと思ってい

ました。こういうところに出させていただいてとても勉強になりましたし、もう少しみんなに広まっ

たらいいなと思います。ワーク・ライフ・バランスについては、やはり先程の 40 代女性のようにワ

ーク・ライフ・バランスはそんなに簡単にはできないとか、無理というような意見があり、やはり毎

日の生活に悩みを持っている人が結構いると思います。先程、伊藤さんがおっしゃったように石狩版

のワーク・ライフ・バランスで、幸せな人たちの見本ではなく、大変だけれども上手くバランスを取

って自分たちの中でお互いに譲り合い、話し合いながら家庭の中で上手くワーク・ライフ・バランス

ができていったらすごくいいなと思います。たくさん勉強させていただきましてありがとうございま

した。 

 

【岡本副委員長】 

 札幌の青少年女性活動協会のものです。札幌では男女共同参画や子どもたちの育ちや若者支援をやっ

ていますので、やはり、お隣の市なので石狩市も札幌市も良いものは共有して、みんなで上がってい

ければいいかなと思っています。 

私の母親が先日 80 歳になりまして花川北に住んでいます。その母親が石狩市の男女共同参画のもの

が出たら切り取っているんです。それを見ると、本当に少しずつですけれど行政の方がやっているこ

とというのは少しずつ世の中に変化を起こすことができるんだなと実感しております。本当にお世話

になりました。ありがとうございました。 

 

【阿部委員長】 

 3 年間お世話になりました。私は 6 年くらいになるんですかね。袴田さんの後輩です。まだ藤女子大

で特任教授という立場で、関わったときには普通の教授だったんです。所属が人間生活学科という私

の専門と全く関係ない学科だったのも幸いしたのか、持たされた学科専門科目の関係でもかなり早い

段階からワーク・ライフ・バランスや男と女が一緒に作る生活とかそのようなことにも関心を持ち始

めて、その頃にここにお声を掛けていただいて、6 年間関わらせていただきました。意識はそこそこ

あるんですけど、実践が伴わないのが一番の悩みです。とはいえ自炊生活なので、普通の主婦がやっ

ていることはみんなやっています。なので、ちゃんとした生活をするにはどういうことをしなければ

ならないのかということはよく知っているつもりです。外食しませんし、酒も飲まないので健康な生

活をしています。さっきも子どもたちの話をしましたが、大人としては子どもが持つ夢をなんとかし

て実現するというスタンスで進めていくのが一番社会が良くなるのかなと思っています。さっきも少

し愚痴をこぼしましたが、大学生になってどうして目の輝きがなくなるのかが一番の悩みです。授業

が始まる前に教室に入って行くと、だいたい 70人くらい座れる教室で 20人受けているとみんな後ろ

にへばりついているんです。出席取ると起きているんですけど、話し始めると寝るんです。かわいそ

うだなと思っています。自覚がないと仕方がないので、子どもたちのときから社会生活をする上で学

ぶことも大切だということもわかってもらえるような社会になったらいいなと思います。 

学生によく言っているのは、授業料は卒業して就職したら親に返しなさいと言います。え？と言われ



H30.10.4 第 2 回石狩市男女共同参画推進委員会 議事録  19 / 20 

 

ますが。返しなさい、あなたのお父さんもお母さんも受け取らないと思うけど、どうしても受け取っ

てくださいと言いなさい、そのお金をどうするかって言うとたぶん結婚資金に取っておいてくれるか

らって言うんです。ありがとうって受け取る親はいないと思うんです。自分でお金を出したという気

持ちになると目を開けて聞くのだろうと思います。親が出しても自分の懐は痛まないから寝てても何

しててもいいという感じがあるので、日本をだめにしているのはそういうところかなと思っています。 

女子学生を教えているので、男は結婚するまでは良いこと言ってるけど、結婚したら働かないよとい

う話をしています。それが事実でなければいいなと思っています。 

最後に、たぶんこの男女共同参画推進委員会は、ほかの委員会をそんなに知っているわけではありま

せんが、よく意見を出してくださるような委員会になったなと思います。だいたいそういう委員会は

よく意見出るようになったなと思った頃に解散になるので、お願いなんですが、嫌じゃなければ石狩

市のために来年 4 月からもご協力いただければと思います。よろしくお願いします。3 年間ありがと

うございました。 

 

【事務局（山本主査）】 

みなさまありがとうございました。最後に事務局を代表いたしまして新岡部長からご挨拶お願いいた 

します。 

 

【事務局（新岡部長）】 

座ったままで失礼します。先程、委員長のご挨拶にもありましたように今回の会議がこの会の任期中

の最後の開催となります。平成 28 年度の第 3 次計画のスタートと同時にこの委員会もスタートして

おります。その間、アンケートの結果などを踏まえたご意見、それから先程行政が一番苦手な発信に

ついてのアイデアもいただいております。様々なご意見を意見書として次の委員会でしっかりと継承

させていただきたいと思います。 

私事ですけれども、私自身 4年前まではフルタイムで夫婦で市役所に勤めていました。その中で子ど

も 2人育ててきたんですが、自分自身は親と同居だったことと妻の実家がすぐ近くということでかな

り鉄砲玉みたいに生きてきたところがあるので、いろんなご意見いただくときにかなり気持ち的には

あーという部分が多々あります。 

役所人生の中では、役所に入ったとき、当時は役場でしたが、まだ女性職員は保育士しか育児休業制

度がない時代で、それが育児休業が少しずつ制度としてできて、少しずつ世の中も変わってきたとい

うのも見てきたところです。今の世の中に目を向けますと特に最近驚いているのは LGBT が社会的に

注目を浴びていることとか、ものすごいスピードで世の中が変化してるという部分です。ただその中

で女性の参加という部分、男女共同参画という部分がなかなか浸透していないというのも事実だなと、

世の中の変化の割にはそこは追いついてないのが日本の社会の悪いところかなと感じており、その責

任の一端は自分にもあるのかなとは感じています。 

先日、「半分、青い。」という朝のドラマがあったんですけれども、かなり会議のテーマにあったよう

なところが中身に散りばめられていて、朝のドラマで行われているということも世の中変わってきて

いるのかなと感じています。本市における男女共同参画の意識もアンケート結果で少しずつ浸透して

きているとは思いますが、引続きできる限りわかりやすい施策、そしてできる限り伝わりやすい手法

を模索しながら、これからもみなさんのご協力もいただきながら、できることなら継続でお願いした

いと思っていますのでよろしくお願いしたいと思います。委員を退任される場合におかれましても市

民の立場でご協力いただければと考えております。 
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結びになりますが、３年間という長きに渡りご尽力いただいたことに心より感謝申し上げます。本当

にありがとうございました。 

 

 

◇閉 会 

【阿部委員長】 

以上をもちまして平成 30 年度第 2 回石狩市男女共同参画推進委員会を終了いたします。また、第 8

次委員会として 3年間にわたってのご議論本当にありがとうございました。 
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